
気象・土砂・雪氷災害による
被害の軽減

防災科研では、気象災害による被害を軽減
するため、最先端の気象レーダ（MPレーダ）
の利用に関する研究、台風災害の長期予測
に関する研究、雪氷災害発生予測システム
の実用化に関する研究に取り組んでいます。

気象災害の予測を目指して
2004年には台風が10個上陸するなど、
多くの家屋・田畑の浸水や土砂崩れなど
の被害が発生し、200人を超える死者が
出た ことが思い出されます。豪雨豪雪、
強風、土砂崩れ、洪水、高潮などによる
災害を未然に防止すること、あるいは被
害を最小限にすることを目的として、こ
れらの災害をもたらす自然現象の解明や
災害の発生を予測する技術の開発を、観
測、実験、数値シミュレーションの方法
により進めています。

ハリケーンカトリーナ

平成16年新潟豪雨　浸水被害（株式会社パスコ）

平成16年新潟豪雨　地すべり被害（株式会社パスコ） 平成18年豪雪　　新潟県南魚沼市での雪雪崩

平成18 年11月7日佐呂間町で発生した竜巻被害

マルチパラメータレーダ（神奈川県海老名市)
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